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本研究では、KPM を GPU に実装することで高速化する。本論文では、Density of States、 Local Density 






審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、カーネル多項式法（Kernel Polynomial Method: KPM）を GPU に実装し、並列度の高いア
ルゴリズムを提案し、評価している。GPU が持つ高い並列度、および高いメモリバンド幅を有効に引
き出すプログラムの構成技法を提案し、GPU を利用することで CPU に比して極めて高い性能が得られ







平成 25 年 5 月 31 日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
